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≪編集後記≫
【ふらふら所長の周辺探検　第 10 回】この不

定期連載「周辺探検」も節目の 10 回に到達した。
記念というわけではないが、2 回に分けて、お茶
の水のアイコン、ニコライ堂、正式名称・東京復
活大聖堂について書きたい。実はこれまでの 9
回のうち 4 回が宗教関連施設を扱っている（神
社 3、儒教 1）が、今回は初めてキリスト教のい
わゆる教会である。

上に「アイコン」と書いたが、実は英語の icon
は、正教会で「天国の窓」として祈りの媒介とな
る平面画イコンが由来で、信徒はハリストス（キ
リスト）、マリア、聖人、聖書上の場面等を描い
たイコンを通じて神に祈る。JR 御茶ノ水駅の聖
橋口を出ると、今は高層ビル等に囲まれて若干見
えにくくなっているが、ニコライ堂のドームはよ
く目立つ。ニコライ堂の建立は 1891 年なのだが、
関東大震災で倒壊して横倒しになった鐘楼によ
り、ドームも崩壊した。その後、内外からの多く
の支援を得て、6 年後に再建されたのが現在の重
要文化財指定のドームである。ニコライ堂は正確
にはロシア正教またはギリシャ正教の教会ではな

い。正教会または東方正教会は、世界で一つで
あって、聖書が書かれる言語を単位として、主要
な民族あるいは地域（国家）ごとに正教会が成立
している。ロシア語で信仰が語られるロシア正教
会に対して、日本語の日本正教会も対等な教会と
してあるが、「聖自治独立教会」として正式に認
められたのは 1970 年のことらしい。

この教会の詳しい歴史に入るのは次回にして、
ここでは、現在のニコライ堂の雰囲気をお伝えし
ておこう。実は、私は境内に入ったのは今回が初
めてだったのだが、周囲の喧噪から離れて境内は
ひっそりとしている。日本有数のビザンチン様式
の建築である本堂にお参りするには 300 円の寄付
が必要だが、年配の信者が案内してくださり、堂
内を見学する。ステンドグラスを通して差し込む
日光が主体の堂内は薄暗く、多くのイコンが飾ら
れていること、基本的に信者は立って祈るので、
祈祷スタンドが数台、中央前方に並んでいること
などが、見慣れた他宗派の教会とは異なる。聖歌
はアカペラで歌われるので、正面右側の聖歌隊席
にはオルガン等の楽器も置かれていない。�（土屋）

研究所業務日誌（2024 年 8 月）
8 月 6 日　第 3 回編集委員会
8 月 7 〜 8 日　�長崎県森林組合連合会八十周年記

念シンポジウム
8 月 20 日　『林業経済』8 月号校了
8 月 21 日　第 2 回運営会議（メールによる）

8 月 29 〜 30 日　�森林所有者による「森林サー
ビス産業」推進事業第 1 回現
地検討会

8 月 30 日　第 2 回理事会（みなし理事会）
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関　　良基	 竹本　太郎	 立花　　敏	 寺内　大左	 早瀬　悟史	 三木　敦朗	
山本　美穂
事務局
土屋　俊幸（所長）　大西　　純（事務員）


